
 ≪インターネット検索≫  TV の画面で見つけた≪鈑戸 (たたらど)≫の地名 

 「鈑」を「たたら」と読む 大山山麓に見つけた「鈑戸・たたらど」集落 

鳥取県大山町 ≪鈑戸 (たたらど)≫& 古代の製鉄遺跡 大山町赤坂小丸山製鉄遺跡  

 

10月 10日朝  NHK BS「日野正平 日本縦断こころ旅」がついていて、耳に「たたら」の言葉が入ってきて、 

思わず画面に目をやると、鳥取県大山山麓の峠道のとあるバス停が映っていて、そこに「鈑戸」と書かれ、 

「鈑」を「たたら」と読むんだと。 これは知らず、そのままTVの画面にくぎ付けで・・・・・ 

     

   大山口から南へ大山・溝口へ向かう県道36号線「鈑戸・たたらど」バス停付近 「鈑戸」の案内標識 

                             Google earth ストリート ビューより 

娘が米子にいた頃 この大山北山麓へは何度も訪ねた地域。  

また、大山山麓にはたたら製鉄と関係の深い孝霊天皇の鬼退治伝説がある大山北山麓の丘陵地が広がり、また 西の奥

出雲・伯耆の国境船通山から山合いを東へ流れ下り、大山西山麓の山裾を大きく北へカーブして日本海へ注ぐ日野川流

域は砂鉄の宝庫で、かつ古代からのたたら製鉄地帯。 

何度も訪ねたことがある。 でも「たたら」の名前を付けた鈑戸 (たたらど)集落の存在は全く知らず、しかも「鈑」

の字を「たたら」と読むとは驚きいっぱい。   
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しかも、この地は大山参詣 大山寺の門前への山麓丘陵地の

街道筋にあり、かつ、この集落には一人の死者を埋葬する「埋

葬墓」と「お参りする墓」の二つの墓を作る「両墓制」が今

も残り、集落の川向うには埋葬墓の墓所があり、緑に包まれ

た里山をバックに遺体を埋葬してその上に石を置くだけの素

朴な埋葬墓が幾つも並び、時と共に野墓となって自然に帰っ

てゆく。 縄文のストーンサークルにも通ずるなんともなく

穏やかでゆったりとした時が流れる空間が映し出されて、映

像に惹きつけられました。 

また、「たたら」の名前がつく「鈑戸・たたらと」集落 

是非一度いってみたいなぁと。 

 

かつての資料を引っ張り出したり、インターネット検索してみたりで、大山山麓に見つけた「鈑戸・たたらど」集落の

概要を調べました。 行ったわけではないので、詳細は不明ですが、本当に穏やかな空間に「伯耆国のたらの里」のイ

メージを重ねてみましたので、ご紹介します。 

また、インターネット検索で調べていて、孝霊天皇伝説の地 大山北山麓の傾斜地にも 時代はずっと後ですが、具体

的にたたら遺跡がいくつかあることがわかりましたので、併せて記録させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鈑戸 



   

   

北の海岸部より 大山の山々鳥瞰      県道36号線 大山寺への道 孝霊山山麓 インターネットより 

  

         南 大山側から見た鈑戸の集落        北 海岸側から眺めた鈑戸の集落 

      Google Earth で鳥瞰した大山町鈑戸集落 孝霊山の山裾に沿って鈑戸川が流れているのが見える 

   
インターネット検索で見つけた大山町鈑戸集落 両墓制の野墓 インターネットより 

NHK BS 10 月 10 日放送 



 1. 大山町鈑戸の「鈑(たたら)」の読み & 「たたらと」をインターネット検索   

 
「鈑」の漢字を「たたら」と読む  

「鈑」をすらっと読むと「はん・ばん」・「いたがね」金属を薄く平らな形状に形成したもののこと。板金。 

板金を販売するばんきんや鋼板メーカーなどでは「鈑金屋」「○○鋼鈑」などと使うこともあるが、 

「たたら」と読むのは聞いたことがない。  

一方 たたら製鉄関連から「たたら」と読む漢字を拾い出してみると 

「鈩」「鑪」「踏鞴」「蹈鞴」「多々良」「多田羅」「多々良」「多々羅」などがあるが 

「鈑」にはたどり着かなかった。 

 

また、「鈑戸」をインターネットで検索すると大山町鈑戸以外ヒットしなかった。 

「たたらど」で検索するとこの大山町鈑戸のほか「踏鞴戸」「踏鞴戸村」などがヒットする。 

踏鞴戸村は現在の栃木県矢板市の北部の伊佐野の東部で砂鉄を使った製鉄で栄えた村で、 

その歴史は古く、和名抄にその初見があるといい、 

続日本紀の天平宝字5年（761年）の条には「百済人憶頼子老ら 

四十一人に石野連の姓を賜う」とあり、この地にも製鉄の渡来工人がいたことがうかがえる。 

朝鮮半島からやってきた工人たちによるたたら製鉄を営む村が「たたらと」か・・・ 

 

この大山北麓の丘陵地から海岸にかけては、いち早く大陸との交流が行われた地であり、かつ たたら伝承の色濃く 

残る地でもある。  

鈑戸集落の直ぐ傍にそびえる孝霊山はたたら伝承といわれる孝霊天皇の「鬼退治」伝承が伝わる山。 

そして、孝霊山はかつて、韓山・高麗山と呼ばれ、その北麓の突き出た丘には鉄を大量集積する弥生後期の大集落 

妻木晩田遺跡がある。ひして、そのすぐ北の淀江の入り江は古代大陸交流で栄えた港である。  

江東川、谷川、妻木川といった川の流れる大山町の西端部などが高麗村と呼ばれ、古代この大山北麓一帯に広がる 

淀江平野には数多くの渡来人が住んでいたとも聞く。たたら製鉄の工人たちもその中に居たに違いないだろう。 

平安時代の伯耆国鉄生産は９世紀に調として鉄鋌・鍬を出し、庸として鍬を中央に差し出した記録が 

延喜式にある。 また1073年から20年間に東大寺封物として4340鋌 もの鉄を全国の中で伯耆国のみが 

差し出していることが平安遺文にあり、平安時代伯耆国は日本でも有数の大製鉄地であったことが窺われる。 

これを裏付けるかのように、最近の国道９号線のバイパス建設工事に伴う発掘などで、大山北東部の東伯耆で 

22か所もの農具など生産する鍛冶遺跡や赤坂小丸山遺跡など古代製鉄につながる製鉄関連遺跡が相次いで発見 

されており、伯耆国の大製鉄地帯がこの大山北麓の丘陵地一帯に広がっていったことがうかがえる。 

 

現在 この大山町鈑戸とたたら製鉄をつなぐものは何もないが、 

やはり、大山町鈑戸は かつてたたら製鉄に関係した渡来工人たちの集落だった??  のかもしれない。 



 

 

  2. 「大山町鈑戸」をインターネット検索 たたらとのつながりがないか、調べる  

  

  インターネット検索で見つけた大山町鈑戸の両墓制の埋め墓(野墓) 

NHK BS 「日本縦断 こころ旅」の風景描写によれば、緑に包まれた田園の川岸に墓標のない野墓群が何ともいえぬ静

かな穏やかな景色を作っている。 

墓標もなくただ河原石だけが置かれた埋葬墓群がある。時と共に野墓となり人知れず事前に帰ってゆく。 

この野墓群はこの集落の先祖たちの集団墓。そして、川の向こうには集落があり、そこには「お参りをする墓」。 

この集落には ルーツを同じくする集団の絆の先祖と個人の墓があるという。 

先祖が集う死者の場 そして脈々と続く先祖たち・集団の絆   

こんな風景をみるとほっとするのも心の奥底に潜むそんな日本人の精神が呼びさまされるからかも。 

 

かつて、東北の屋敷墓の話を聞いたことがありましたが、まだ今も両墓制が残り、時と共に誰もお参りせぬ野墓化した

先祖たちの埋葬地がしっかり守られている。 

何か 縄文のストーンサークルから脈々と続く精神世界が今も守られているようでうれしい。 

しかも、この大山北山麓はたたら伝承の古代からのたたらの故郷。 

そして、この丘陵地のを下った海岸の先端部には鉄など大陸や出雲などとの「鉄」の交流があった弥生の大集落 妻木

晩田遺跡がある。随分古くから続く続く先進地に違いない。 

 



このタタラ製鉄の在った家があった集落が「鈑戸・たたらと」となったのかどうかの詳細不明ですが、大山周辺にはタ

タラが多く存在するので、「鈑戸」はタタラの集落の可能性はあっると思われる。 

 

そんなことを思い浮かべながら インターネット検索で「大山町鈑戸」と入れて調べてみました。 

詳細はよくわかりませんが、 

≪「鈑戸」名称の由来は『住古（すみふる）という所の滝の下付近にタタラ製鉄の家があったとされ、 

小字は「滝の下」で大字は「たうら」と言い『大山町誌』に記録がある。≫との記事を見つけました。 

(http://ksusao.web.fc2.com/12/12a.htm) 

また、鈑戸集落は大きな屋敷が連なる裕福な集落で、かつては県道が集落の中を

通っていたという。そして、この集落の中でもひときわ門構えのしっかりした石

積みの庭のある立派な旧家 王身代家があり、その先祖は、糟谷九郎左衛門とい

う人物で、名和長年の妹婿。その縁で、名和長年とともに1333（元弘3 / 正慶 2）

年の後醍醐天皇の隠岐島脱出と京への移動を影武者として助け、その功績から王

身代という姓を賜ったと伝わる旧家だという。 

名和長年の稼業は海運業といわれ、その家紋は回漕船であり、この鈑戸集落の王

身代家も戦国時代には 物資輸送に進出していたのかもしれないが、タタラ製鉄

との関連はよくわからなかった。 

鈑戸集落の旧家 王身代家の家紋 

地図を引っ張り出したり、google earthを動かしたりして、大山町鈑戸集落の位置を確認する。 

何度か行ったことのある大山山麓 山陰海岸部から北へ 大山寺の門前 大山寺集落へ至る手前の山麓丘陵地の集落

である。 是非一度 行って、見たことのない両墓制の野墓を実際にながめてみたいと。 

 

 3.大山山麓に広がる古代伯耆国の大製鉄地帯のたたら製鉄伝承 孝霊天皇の鬼伝説  

       

ダイレクトに「鈑戸」と入れただけでは、かつてこの地の周辺にたたらを生業とした家があったというだけで時代もそ

の大きさもその様子もよくわからなかった。 

でも この大山山麓には古代のたたら製鉄と関係が深いといわれる孝霊

天皇の鬼退治伝承が残る地で、集落の直ぐ傍には孝霊天皇ゆかりの孝霊山

があり、かつ この孝霊山はもともと韓山・高麗山(からやま)などと呼ば

れ、大山町発足前には高麗村が存在した地。古代 大陸・朝鮮半島から伯

耆国にやってきた渡来工人が、移り住んだ地でもあり、鉄の先進地であっ

た。 

古代たたら製鉄伝承を伝える「孝霊天皇の鬼退治伝承」の中心孝霊山は「鈑戸」集落の直ぐ傍らにそびえ立つ。「鈑戸」

は間違いなくそんな伯耆国の古代大製鉄地帯の中心にある集落である。 

もう一度 かつて調べた「大山山麓に広がる伯耆の古代大製鉄地帯と鬼伝説」の記事を見直し、「鈑戸」周辺地域の「鉄」

とのかかわりを考えてみる。 

 

北西の日野川河口から見た孝霊山と大山 



また、大山の東側 日野川流域のたたらについては 数々のたたら伝承と共に具体的な製鉄遺跡も数多くある。 

一方 この大山北麓の大山町地域のたたら製鉄・たたら関連遺跡について、ほとんど知らないので、併せて検討せねば

と・・・・。 

◎ 孝霊天皇の鬼退治伝承 

孝霊伝承と呼ばれている記紀が記す第七代孝霊天皇、もしくはその皇子を主人公とした一群の伝承群があり、 

この伯耆の国の鬼退治伝承として名高い。 

 

◆ 孝霊山の伝承  

孝霊山の名の由来は、孝霊天皇が行幸したからと云われているが、孝霊天皇が伯耆国の妻木の里（大山町妻木） 

に住んでいた朝妻という美女を后として愛し、妻木の里を訪れた時に、孝霊山の頂にふたりのために宮殿が建て 

られたことが書かれています。 

また、この孝霊山は別に高麗山とも表され、所在する村の旧名は高麗村で、山麓の高杉神社は孝霊天皇を祀る。 

また、この孝霊山には「韓山・高麗山」とも呼ばれ、孝霊天皇の鬼伝承とは別に次のような渡来伝承もある。 

昔、韓の国から大山と背比べのため「韓山」を運んできたが、大山の高さに驚いて捨て置いて帰ったという。 

なお所在する村の旧名は高麗村で、そこにある高杉神社は孝霊天皇を祀っており、山頂には古代祭祀の跡が 

あると言われ、古い歴史と朝鮮半島の高麗(高句麗)との何らかの関係を想像させる。 

◆ 鬼住山の鬼退治伝承 

第七代孝霊天皇の世、鬼住山に悪い鬼兄弟眷属が住みついて近郷近在の女子供をさらったり、食料や宝物を奪っ

て住民を苦しめていた。天皇は鬼退治をしようと決め、鶯王を総大将に、臣下の大連を副将に命じ、鬼住山の鬼

退治に向かわせ、鶯王は鬼住山よりもさらに高い鬼の館を見下ろす南の笹苞山に陣を敷き、人々が献上した笹巻

の団子を山麓の赤坂の地に三つ並べ、大牛蟹の弟の乙牛蟹（おとうしがに）をおびき出し、大矢口命が矢を射る

と、見事に命中し、乙牛蟹は死んでしまった。しかし、鶯王はこの戦いで戦死してしまい、また、一方、兄の大

牛蟹（おおうしがに）は手下を連ねて、反抗してなかなか降伏しなかった。  

ある夜、孝霊天皇の枕元で「笹の葉刈りにて、山の如くせよ。風吹きて鬼降らむ。」とのお告げがあった。 

笹の葉を刈って山のように積み上げて待っていると、三日目の朝、強い南風が吹きつけ、 

あれよあれよと言う間に、笹の葉はひとりでに鬼の住処へと飛んでいった。 

うず高く積もった笹が突然燃え出し、鬼は笹の葉が身にまとわりついて成す術もなく、逃げ去った。 

逃げた鬼は蟹の様にはいつくばって、「我れ、降参す、これよりは手下となりて、北の守り賜わん」と 

願ったので、天皇は、「よし、汝が力もて、北を守れ」とお許しになった。  

鶯王が戦死した場所に楽楽福社を建て、鬼たちが住んでいた山を鬼住山、鶯王が布陣して笹苞団子を食した山を笹 

苞山、日野川にかかる橋を鬼守橋と呼び、鬼退治の伝説を伝えている。 

また、孝霊天皇が自ら軍を率いてこの山の鬼を退治し、さらに奥の鬼林山の鬼退治に向かったとも伝えられる。 

この時、孝霊天皇が居を構えていた行宮が「楽楽福(ささふく)」で、笹で葺いた家という意味で、 

鬼林山の麓にあったとの伝承もある。 



4.《再録》【和鉄の道】 2000-5. 伯耆の国 日本誕生に役割を演じた古代山陰の Iron Road 2000.4.11. 

鉄の伝来をもたらした山陰 鉄の王国の出現 

                        http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlaa05.pdf  

以前 鉄の伝来をもたらした山陰の鉄の王国の記事で山陰 出雲・伯耆の国が鉄器時代に入ってゆく時代を記録すると

共に、大山山麓 孝霊天皇の鬼退治伝承を溝口の伝承を中心に再録しています。  

重複しますが、その記事を少し修正しつつ再整理して一緒に再録しました。  

 

   A. 弥生時代の末『鉄の伝来をもたらした古代 山陰 鉄の王国の出現』 

       四隅突出墳丘墓の出雲鉄の王国 & 大量の鉄器を保有する妻木晩田遺跡と伯耆鉄の王国の出現 

  

 

 

 



1.  出雲青銅器文化の終焉と鉄の王国の出現 

 

 

 2. 奥出雲 八岐大蛇伝説と船通山  出雲 鉄の王国の出現 出雲仲仙寺古墳 &  四隅突出墳丘墓 

 



3.伯耆の国 鉄の王国 妻木晩田遺跡と淀江・溝口  

   

 

B.  耆の国 古代 鉄の集散地 麦木晩田遺跡 鳥取県淀江・大山町 

 

 



 

 

 

 



 

  

  

妻木晩田遺跡 

 

妻木晩田遺跡 



 ◆ 妻木晩田遺跡の丘の下に広がる「淀江平野 と 白鳳の里 淀江」 

     古代 朝鮮半島・大陸から、数多くの渡来人が数多く渡ってきて、新しい技術・文化を日本伝え、 

日本が大きく変わってゆく先駆けとなった。大陸と大和を結ぶ交流の出入り口が伯耆の国淀江 

そして、数多くの渡来人が住んだ淀江平野 鉄文化をもたらし、製鉄技術を伝えた。  

  

 

 

 

● 淀江廃寺と眞名井の泉 



C. 鬼伝説と伯耆の国の製鉄地帯 – 日本鬼伝説最古の鬼伝説から –2000.3.10. 

     大山の西麓 日野川流域 溝口に伝わるたたら製鉄の伝承 孝霊天皇の鬼退治伝承 

 

 

  

 

 



 

  

 

  

 

 

2000-5. 伯耆の国 日本誕生に役割を演じた古代山陰の Iron Road  

鉄の伝来をもたらした山陰 鉄の王国の出現 【完】 

 



 5. 大山北山麓の製鉄遺跡について   

大山北山麓に「鈑戸・たたらど」集落。 

「鈑」の漢字を「たたらと」と読み、また この周辺は古代 朝鮮半島からやってきた渡来人達が住みついた場所であ

り、孝霊天皇にまつわる製鉄伝承の地であることもわかってきた。 

古くから「たたら製鉄」と関係の深い地であると推察されるが、ちょっと疑問点もあり、気分的にはすっきりしない。 

というのは、私の勉強不足も大いにあるのですが、大山並びに米子・弓ヶ浜の海岸部や周辺の中国山地の製鉄遺跡など

そして 鉄を大量に集積していた弥生後期の大集落 麦晩田遺跡や青谷上寺地遺跡など「鉄」をキーワードに鳥取県か

ら奥出雲にかけて訪れたことがあるのに、この「鈑戸」集落のあるこの大山北麓 淀江や大山町で、たたら遺跡につい

て全く知らないことが気にかかっていました。  

製鉄遺跡やその関連遺跡などは日野川が流れ下る大山西山麓から奥出雲にかけての山中に集中していると思っていま

した。 

 今回 「鈑戸」集落とたたら製鉄との関係を調べていて、確かにこの周辺での古代につながるたたら製鉄遺跡がすく

ないものの、鳥取から島根の海岸部を結ぶ山陰自動車道路建設に伴う大山北山麓を通る淀江・名和・中山道路の建設で、

数多くの製鉄遺跡が出土していることを知りました。 

 ≪インターネットで調べた大山北山麓の丘陵地 大山町周辺のたたら関連遺跡分布≫ 

 

 

 インターネットで調べた大山北山麓の丘陵地 大山町周辺のたたら関連遺跡分布 



その中から、知った製鉄関連遺跡は次の通り。 

● 下市築地ノ峯東通第2遺跡 

9世紀から10世紀製鉄炉と須恵器窯とがセットで確認された 

● 赤坂小丸山遺跡 

粘土採掘場と平安時代末期の箱型製鉄炉が隣接して見つかった 

この遺跡ではチタン含有量の高い砂鉄を使って製鉄を行っており、 

奥出雲の製鉄の様相とは少し異なっているという。 

● 名和乙ヶ谷遺跡 平安時代初期の椀型鍛冶滓出土の鍛冶遺跡 

● 名和 上寺谷遺跡 古代の製鉄炉 詳細不明  

 

   
粘土採掘場と平安時代末期の箱型製鉄炉が隣接して見つかった平安末期の赤坂小丸山遺跡 

  



インターネットで調べた大山北麓の製鉄関連遺跡分布を眺めてみると、やっぱり、この「鈑戸」集落のある大山北麓 

地域には数多くのたたら製鉄関連遺跡があることがわかり、古代のたたら伝承と同じく 古くはないが、古代に遡れる

遺跡も出土している。 

 

◎ 平安時代早くからこの山麓のあちこちから 鉄滓の出土が見られ、平安時代後期には製鉄炉も出土。 

延喜式に記された「９世紀に調として鉄鋌・鍬を出し、庸として鍬を中央に差し出した」との時代であり、 

鉄の国 伯耆国の大製鉄地帯の一翼をこの地がになっていたとうかがえる。 

◎ この大山北麓での製鉄炉の出土は 10世紀頃平安時代後期の製鉄炉が下市築地ノ峯東通第2遺跡や 

赤坂小丸山遺跡で見つかり、古代この大山北麓でもたたら製鉄が行われていたことがクリヤーになった。 

たたら製鉄が この地で どの時代まで遡れるか? については 

名和乙ヶ谷遺跡から平安時代初期の椀型滓が出土していることや上記した大山北麓各地で見つかる 

鉄滓なども踏まえ、今後の調査を待たねばならない。 

 

以上 「鈑戸・たたらど」集落とたたらの関係について、インターネット検索で調べましたが、この集落とたた

ら製鉄の関係並びに「鈑」の字を「たたら」と呼ぶ理由を知る手がかりを得ることができませんでしたが、 

直ぐそばに古代製鉄伝承といわれる孝霊天皇伝説の中心孝霊山がそびえるこの地が 古代から大陸・半島と密接

な関係がある地で、また 古代 伯耆の国の大製鉄地帯の真っただ中にあることがわかってきました。 

ひょんなことから 気まぐれで古代 鉄の王国 伯耆の国を調べることになりましたが、よく知らなかった大山

北山麓の古代製鉄について知ることができました。 

「たたら」の漢字に「鈑」を加えてもよいのでは・・・・と思っています。 

 

もうひとつ この孝霊天皇伝説のたたらの郷が長く守ってきた「両墓制」と野墓  

周囲の緑の風景と相まって、なんとも言えず心地よい。  

 

鈑戸川の川岸にある鈑戸集落 両墓制 野墓がみえる鈑戸川岸  google earth ストリートビューより 

その底には日本人の心のふるさとにも通じると思っています。  

機会があれば 今度はゆっくりと海岸からこの「鈑戸」集落とその野墓を訪ねてみたいと思っています。 

この「鈑戸」集落の野墓の風景に心打たれた人が私だけではなかったとインターネットで知りました。  

ガチャガチャ ギスギスの現代社会の中に こんな空間があることがうれしい。  

  

思いもかけずTVの放送から 伯耆の国のたたら 並びに 野墓のある川岸の風景など  

大山山麓に行ったわけではありませんが、久しぶりにたたらの世界に浸ることができました。 

 

また、「鈑戸」「たたら」「孝霊山」などのインターネット検索で得たたたら関係資料・写真  

また鈑戸周辺の写真並びに google earth の画像等数多く使わせていただきました。  

ありがとうございました。 

                2014.11.23. by  Mutsu Nakanishi 



◎ 参考 1.  google earth ストリートビューによる「鈑戸集落」 と野墓周辺の景色 

 

 

鈑戸川の川岸にある鈑戸集落 両墓制 野墓 

  

     橋を渡って集落への道 正面に鈑戸山      橋から眺める野墓  鍋山が顔をのぞかせている 

  

 集落への田圃道 振り返ると左:鍋山 右: 孝霊山  北側 田園が広がる向こうに日本海が見える  



   

 

橋から東へ 鈑戸山の山裾に広がる集落の中央への道筋  

集落に隣接するこの道の傍らには 鈑戸集落の家の「参り墓」が 

幾つも見られ、この道脇に集団墓所も見えました 

集落のほぼ中央部付近へ入る十字路をまがって集落の中へ 

細い道の両側にには鈑戸集落の家が立ち並んでいます 

 

 

鈑戸山の山裾に広がる鈑戸集落   右端中央にお参りする墓の墓所が見えています 

  

  

              大山北山麓 大山町鈑戸集落の家並み 



  参考 2.  インターネットで調べた大山北山麓の丘陵地 大山町周辺のたたら関連遺跡分布 

            淀江道路建設工事関連の製鉄関連遺跡分布 

  

  

 

 参 考 資 料

 【 和鉄の道・Iron Road 】

      1. 伯耆の国 日本誕生に役割を演じた古代山陰のIron Road 2000.4.11. 

鉄の伝来をもたらした山陰 鉄の王国の出現

                https://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlaa05.pdf

    2. NHK BS 10月 10日放送谷口邦子さんのこころの風景 大山町鈑戸（たたらど）の野墓 

       http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/route_2014autumn/20141010/index.html 

     3.  動画 赤坂小丸山遺跡 平安期・製鉄遺構 （鳥取県大山町） 

       http://www.youtube.com/watch?v=akZuN86GNHE

    4.  伯耆「大山」は、【鬼】侵略地だった！（２） 

       http://blog.livedoor.jp/nanatsumatu/archives/29531130.html

    5. pdf internet 検索入手資料

1. (第 7章 特論2) 名和町における鉄生産 

        2. 鳥取県埋文報告書49 下市築地ノ峯東通第2遺跡

        3.  鳥取県埋文 西坪中中畝遺跡調査報告書 

      ほか

5. 「鈑戸」「たたら」「孝霊山」などのインターネット検索で得たたたら関係資料・写真

   および google earth 写真 & ストリートビュー


